
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 本年５月、新潟市内において、下校途中の女子児童が被害に遭う大変痛
ましい事件が発生しました。「どうしたら子供たちを守れるのか」との観
点から、登下校時の通学路における見守り活動が注目されています。 
 今回は、自主防犯活動団体による見守り活動について、ご紹介します。 
○「ふくおか防犯パトロール」 
  ふじみ野市内の事業者による青パト活動で、主に下校時の児童の見守
りを週１～３回行っています。 

○「戸田環境整備事業協同組合」 
  戸田市内の清掃業者が午後３時から児童の下校時の見守りと青パトに
よる活動を行っています。 

○「さしまスローライフ」 
  川口市差間地区の団体「さしまスローライフ」では、地元の差間小学
校の登下校時に学区内約20箇所において、見守り活動を実施していま
す。 

 県内では、住宅や事務所等への侵入盗被害が多発して

おり、犯人の侵入方法については、本年７月末現在、 

  ガラス破り･･･38.2％、無締り･･･34.3％       

と、無締りの戸や窓から侵入された被害が、全体の３割

以上を占めています。（数値は暫定値） 

 自宅や事業所等を不在にする機会も増えるこの時期、 

  ・戸や窓を確実に施錠 

  ・戸や窓に補助錠を設置し二重ロック 

  ・センサーライト・警報機等を設置 

等の被害防止対策を講じてください。 

 従業員の皆様や、ご家族へ注意喚起をお願いします。 
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【新潟の事件を繰り返さないために】 
～自主防犯活動団体による子供の見守り活動～  

 

皆様の目で、子供達に安全な環境を！ 


